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ナシマダラメイガの性フェロモンを同定
―正確な発生予察のために―

生物多様性研究領域　　田端 純　杉江 元

害虫ナシマダラメイガ
ナシマダラメイガ Acrobasis pyrivorella（Matsumura）は

ナシの花芽や幼果を食べる重要害虫です。1匹の幼虫が
複数の果実を加害するため、個体数が少なくても大きな
経済的被害を与えることがあります。若

じゃく

齢
れい

幼虫は花芽で
越冬し、翌春、花芽や幼果を食べて果実中で蛹

さなぎ

になります。
羽化した成虫はさらに果実に卵を産み、6月から9月まで
連続的に成虫が発生するため、防除適期の見極めが難し
く殺虫剤による防除が困難とされています。そこで、この
蛾
が

を捕獲することで効率よく発生を検出できる発生予察
用誘引剤の開発を行いました。

発生予察とは、病害虫の発生時期・程度、被害程度
を予測することです。蛾類では、成虫を捕まえることで
その子供である害虫の発生が予測できます。正確な予測
によって最小限の農薬で害虫を防ぐことができます。

性フェロモンによる誘引
蛾類の雌成虫は子孫を残すために、同じ種の雄成虫

を誘引することが知られています。雌成虫は、性フェロ
モンと呼ばれるそれぞれの種に特有の化学物質を分泌
し、雄成虫は、風に乗って流れてくるこの性フェロモン
に導かれて同じ種の雌成虫を見つけることができます。

フェロモンはホルモンとよく混同されますが、ホルモ
ンは体の中、フェロモンは体の外に分泌する生理活性物
質という違いがあります。フェロモンのなかで配偶行動
を引き起こすものを性フェロモンと呼んでいます。多くの
蛾類では雌成虫が放出し、同じ種の雄成虫は数メートル
から数十メートル程度の距離から雌成虫に誘引され独特
のダンスをしたりします。性フェロモンは複数の成分から
できていることが一つの特徴です。分類的に近い種類の
虫は同じ成分を使っている場合も多く、このような場合
にはその比率も性フェロモン活性に関係しています。

発生予察のために蛾類を集めるには、光を利用した誘
蛾灯を使う方法もありますが、捕獲された蛾の種類を判
定することは専門家でないと大変です。特定の種だけを
誘引できる性フェロモンを利用すれば種の同定は必要あ
りません。すでに、40種以上の性フェロモンを利用した
発生予察用誘引剤が市販されており、ナシマダラメイガ
でも、性フェロモンを誘引剤に利用しようと考え、それ
がどのような物質であるかを調べました。

性フェロモンを検出
成虫1匹の性フェロモンの量は1ナノグラム（10−9グラム）

程度ととても少ないため、成分を分析するためには材料
となる虫がたくさん必要です。この蛾を飼育する良い方
法は今のところないので、長野県の果樹試験場にお願い
して、加害されたナシの木から多数の蛹を人海戦術で採
集していただきました。それでも、採集した虫のほとん
どが天敵昆虫や病気によって死亡してしまったため、得
られた雌成虫はわずかでした。性フェロモンを検出する
ためには、抽出した成分に対する反応を調べるため雄成
虫も必要です。使える雄成虫が少ないため、雄成虫の反
応を直接調べるのではなく、性フェロモンが雄成虫の触
角で感知されることを利用することにしました。触角に性
フェロモンが当たると電気信号が出るので、これを測定
して、性フェロモン候補物質の検出を行う方法です。

ナシマダラメイガの雌成虫は配偶行動を行うある決
まった時刻になると、コーリングと呼ばれる性フェロモン
を分泌する姿勢をとります。その姿勢をとった雌成虫の
腹部末端にある性フェロモン分泌器官を取り出してヘキ
サンで抽出し、これをガスクロマトグラフ装置で分離し
ました。性フェロモン分泌器官に含まれるさまざまな物質

梨の幼果の中にいた越冬世代のナシマダラメイガの幼虫
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は、カラムと呼ばれる分離部分から沸点などの違いによ
り物質ごとに順番に出てきます。それを2つの検出器を
使って検出していきます（右図）。一つはガスクロマトグ
ラフ装置の一般的な検出器で、ほとんどの物質が検出さ
れます（上段）。もう一方は雄の触角を使った検出器で、
性フェロモンなどの触角に感知された物質だけが検出さ
れ、下向きのピークとなります（下段）。

ナシマダラメイガ雌からの抽出物に対して、A、Bの2
か所に触角の反応が見られました。そこで、その物質の
化学構造を知るため、ガスクロマトグラフ�質量分析
計によって分析しました。反応の見られた2つの物質
は、ペンタデシルアセテート（15：OAc、炭素鎖長が15
で二重結合のないアルコールの酢酸エステル）と（Z）-9-
ペンタデセニルアセテート（Z9-15：OAc、炭素鎖長が
15でシスの二重結合が9位にあるアルコールの酢酸エス
テル）とであることがわかりました。蛾類では性フェロモ
ン成分は炭素鎖長が10～18のアルコールの酢酸エス
テルであることがよくあります。アルコールは偶数の炭素
鎖長であることが多いのですが、ナシマダラメイガでは
珍しく15と奇数でした。

ナシ園で確認、実用化へ
日本に分布する蛾では、この物質を性フェロモン成分

としている報告はありませんでしたので半信半疑でした
が、雄の触角が反応する2つの物質が野外で本当に雄成
虫を誘引するか長野県下伊那郡のナシ園で誘引試験を行
いました。物質はゆっくりと放出されるようにゴムに吸着さ
せ、誘引された蛾を捕まえるために粘着物質を塗った
厚紙の上に置き、雨が当たらないようにプラスチックの
屋根をつけました（写真）。これをトラップと呼んでいます。
この調査では、（Z）-9-ペンタデセニルアセテートのみを

0.3ミリグラム使ったところ、18日間で合計27匹の雄成
虫が捕獲できました。これに7％のペンタデシルアセテー
トを加えると誘引力が約50％増加しました。これにより、
これらの2物質は性フェロモン成分であることが確認で
きました。また、2物質の含浸量を10倍の3ミリグラムに
すると6倍くらいの数の雄成虫を誘引できることもわかり
ました。

これら2つの成分からなる性フェロモンを利用した発生
予察用誘引剤は市販に向けて各地で試用が始められ、
今後、ナシマダラメイガの被害を少なくすることに役立
つと期待されます。

性フェロモンを染み込ませたゴム
（右下）と捉えられたオス成虫

ナシマダラメイガ

メス成虫

オス成虫

梨の木に仕掛けたトラップ

雌抽出物の分析結果
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